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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 3月 30日 (2007.3.30)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 パ レ ッ ト コ ン テ ナ （ １ ０ ） で あ っ て 、 液 状 の ま た は 流 動 性 の 充 填 物 の 貯 蔵 お よ び 輸 送 に
用 い ら れ る 、 熱 可 塑 性 の プ ラ ス チ ッ ク か ら 成 る 肉 薄 の 内 側 容 器 （ １ ２ ） と 、 プ ラ ス チ ッ ク
容 器 （ １ ２ ） を 支 持 ケ ー ジ と し て 密 に 取 り 囲 む 格 子 管 フ レ ー ム （ １ ４ ） と 、 底 パ レ ッ ト （
１ ６ ） と が 設 け ら れ て お り 、 該 底 パ レ ッ ト （ １ ６ ） に プ ラ ス チ ッ ク 容 器 （ １ ２ ） が 載 置 し
て お り 、 底 パ レ ッ ト （ １ ６ ） に 格 子 管 フ レ ー ム （ １ ４ ） が 固 く 結 合 さ れ て お り 、 該 格 子 管
フ レ ー ム （ １ ４ ） が 、 交 差 箇 所 で 互 い に 溶 接 さ れ た 鉛 直 な か つ 水 平 な 管 ロ ッ ド （ ２ ０ ， ２
２ ） を 有 し て い る 形 式 の も の に お い て 、
　 少 な く と も 鉛 直 な 管 ロ ッ ド （ ２ ０ ） が 、 そ れ ぞ れ 異 な る 管 断 面 高 さ を 備 え た 領 域 を 有 し
て お り 、 低 い 方 の 管 断 面 高 さ （ ｈ ） を 備 え た 領 域 が 、 一 貫 し て 線 形 に 延 び て 交 差 箇 所 の 間
に も し く は 交 差 箇 所 以 外 に 設 け ら れ て お り 、 高 い 方 の 管 断 面 高 さ （ Ｈ ） を 備 え た 領 域 が 、
交 差 箇 所 に も し く は 交 差 箇 所 の 内 部 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 パ レ ッ ト コ ン テ
ナ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 管 ロ ッ ド （ ２ ０ ， ２ ２ ） が 、 そ の 全 長 に わ た っ て 、 交 互 に 配 置 さ れ た 互 い に 異 な る ２ つ
の 横 断 面 、 つ ま り 、 比 較 的 大 き な ロ ッ ド 長 さ （ Ｌ ｈ ） に わ た っ て 、 減 じ ら れ た 管 断 面 高 さ
（ ｈ ） と 減 じ ら れ た 撓 み 抵 抗 モ ー メ ン ト と を 備 え た 横 断 面 と 、 よ り 高 い 撓 み 抵 抗 モ ー メ ン
ト を 備 え た 、 部 分 的 に 増 加 さ せ ら れ た 管 断 面 高 さ （ Ｈ ） を 備 え た 横 断 面 と を 有 し て お り 、
該 横 断 面 が 、 溶 接 さ れ た 交 差 箇 所 の 領 域 に わ た る 比 較 的 短 い ロ ッ ド 長 さ （ Ｌ Ｈ ） に わ た っ
て 延 び て い る 、 請 求 項 １ 記 載 の パ レ ッ ト コ ン テ ナ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 低 い 管 断 面 高 さ （ ｈ ） を 備 え た 領 域 が 、 ２ つ の 交 差 箇 所 の 中 間 に 形 成 さ れ て お り 、 高 い
管 断 面 高 さ （ Ｈ ） を 備 え た 領 域 が 、 中 間 で 各 交 差 箇 所 に わ た っ て 延 び て 形 成 さ れ て い る 、



請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の パ レ ッ ト コ ン テ ナ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 低 い 管 断 面 高 さ （ ｈ ） を 備 え た 、 ２ つ の 交 差 箇 所 の 間 の 領 域 が 、 管 ロ ッ ド 長 手 方 向 で 見
て 、 高 い 管 断 面 高 さ （ Ｈ ） を 備 え た 、 各 交 差 箇 所 に わ た っ て 延 び る 領 域 の 少 な く と も ２ 倍
の 長 さ に 形 成 さ れ て い る （ Ｌ ｈ ＞ ＝ ２ × Ｌ Ｈ ） 、 請 求 項 １ か ら ３ ま で の い ず れ か １ 項 記 載
の パ レ ッ ト コ ン テ ナ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 管 格 子 ロ ッ ド （ ２ ０ ， ２ ２ ） が 、 そ の 管 断 面 高 さ に 関 し て 交 差 箇 所 以 外 に 低 い 長 方 形 断
面 と し て 形 成 さ れ て い て 、 交 差 箇 所 の 領 域 に 高 い 長 方 形 断 面 と し て 形 成 さ れ て い る 、 請 求
項 １ か ら ４ ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の パ レ ッ ト コ ン テ ナ 。
【 請 求 項 ６ 】
　 低 い 方 の 管 断 面 高 さ （ ｈ ） が 、 一 貫 し て 高 い 管 断 面 高 さ （ Ｈ ＝ 基 本 断 面 ） を 備 え た 出 発
異 形 ロ ッ ド の 互 い に 反 対 の ２ つ の 側 の 部 分 的 に 片 側 の ま た は ／ か つ 両 側 の 凹 状 成 形 （ ロ ー
ラ 掛 け 、 ロ ー ラ 押 込 み ） に よ っ て 形 成 さ れ て い る 、 請 求 項 １ か ら ５ ま で の い ず れ か １ 項 記
載 の パ レ ッ ト コ ン テ ナ 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 　 お よ び に は 、 生 ぜ し め ら れ る 引 張 ／ 圧 縮 応 力 を 説 明 す る た め に 、 モ デ ル
と し て 、 Ｔ 支 持 体 が 、 撓 み 負 荷 時 の 所 属 の 応 力 状 態 で 示 し て あ る 。 （ ＝ 弾 性 的 な
線 ） は 撓 み 梁 （ Ｔ 支 持 体 ） の 面 重 心 Ｓ Ｆ を 通 っ て 延 び て い る 。 対 称 的 な 横 断 面 （ た と え ば
円 形 管 、 正 方 形 横 断 面 ま た は 長 方 形 横 断 面 ） の 場 合 に は 、 が 撓 み 梁 の 中 心 に 位 置
し て い る 。 な ぜ な ら ば 、 そ こ に は 面 重 心 も 位 置 し て い る か ら で あ る 。 で 明 ら か と な
る よ う に 、 面 重 心 Ｓ Ｆ は Ｔ 支 持 体 の 場 合 に 下 方 に Ｔ 支 持 体 の 広 幅 側 に 向 か っ て 移 動 さ せ ら
れ て い る 。 こ の 結 果 、 Ｔ 支 持 体 の 抵 抗 モ ー メ ン ト が 広 幅 側 に お け る に 対 し て 、 狭 幅
側 に お け る よ り も 大 き く 、 し た が っ て 、 応 力 が 下 方 で 上 方 よ り も 小 さ い こ と が 生 ぜ
し め ら れ る 。 通 常 、 ほ ぼ あ ら ゆ る 材 料 は 圧 力 で 張 力 よ り も 著 し く 高 く 負 荷 さ れ 得 る 。 す な
わ ち 、 危 険 な 引 張 応 力 よ り も 高 い 圧 縮 応 力 が 生 ぜ し め ら れ る 。 こ の こ と は 、 動 力 学 的 に 負
荷 さ れ る 構 成 部 材 の 適 切 な 組 付 け 位 置 に 対 し て 重 要 で あ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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